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特定した。調査を行なった 650 個体の内 190 個体に角こすりによる傷痕が確認された。98 個体の傷痕から
成長錐を用いてコア試料を採取した。採取した試料の中には木部が脆くなっており傷害発生年を特定するこ
とが困難なものがあったが，74 個体 104 カ所の傷痕について傷害発生年が特定できた。傷害を受けた個体















































































































































　林分 A では 166 個体中 46 個体，林分 B では 484 個体中
144 個体，合計 650 個体中 190 個体の樹皮に傷痕が確認さ

















よって大きく 3 つのタイプがあった。タイプ 1 は，樹皮に
傷痕が確認できるが顕著な隆起がないもの（図 1a, 図 3a），
タイプ 2 は，顕著な隆起や瘤，巻き込みを伴うが木部の露
































a：タイプ 1，b：タイプ 2 の傷痕
図 4　傷痕および材内部に残された傷害組織の特徴
































板試料 4 個体 9 カ所の傷痕についても含めた。また，林分
A の個体は約 55 年生（最内年輪年代が 1959 年），林分 B




の個体は 1973 年当時，樹齢約 15 年で胸高直径が 8 cm ほ
どであった。傷害を受けた個体数は，1980 年初頭までは 0
～2 個体前後であったが，それ以降徐々に増加した。1990
年になると急激に増加し，1998 年には 12 個体と最多となっ



















































　3）　傷痕が確認された 98 個体から 225 本のコア試料を










































年輪年代学的解析（第 1 報）7 樹種における樹木年輪クロ
ノロジーの構築．木材学会誌 59：13-21.
9）　Motta R, Nola P (1996) Fraying damages in the subalpine 
forest  of Paneveggio  (Trento,  Italy)  a dendroecological 
approach. Forest Ecology and Management 88 : 81-86.
10）　Moeneau C, Payette S (1998) A dendroecological method 















































with scars  increased  in  the 1980s and reached a peak  in  the 1990s.   Although the number has since 
declined, at present, new scarring continues to appear at an essentially constant rate.  The observed trend 
was consistent with  trends  reported  in other  studies on  forest damage caused by sika deer  in  the 
Okutama area.
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